
平成 29 年度 第 2 回微生物検査・感染症委員会 議事録 
 

日時：平成 29 年 9 月 23 日（土） 9:30～10:30 

場所：パシフィコ横浜 会議センター 512 号室 

 

参加者：栁原克紀、高橋聡、渡智久、諸熊由子、石塚昌弘、大前善央、小林久子、内村竜也、

横山僚、岩脇研次、瀬野誠 

議事録：若松篤 

     

１． 委員会の目的および活動方針の決定について 

   内容を学会のホームページに掲載予定（学会から依頼） 

〈目的〉微生物検査自動化の推進（同定検査と感受性検査を中心に） 

〈活動方針〉栁原先生より後日提案される。 

  

２． 次年度総会でのシンポジウムと技術セミナーについて 

〈技術セミナー〉 

・司会：栁原先生、高橋先生 

・タイトル：微生物検査を専門にしていない検査技師が知っておくべき微生物検査の知識 

  と技術 

・テーマ：敗血症の重要性（グラム染色、ボトルの取扱い） 

・演者：基本的には委員が行う。（神戸地区委員への依頼を検討する） 

・内容 

① アンケートを基に討論：１時間 

 参加型で行う（スマートクリック使用） 

 微生物検査担当者、非微生物担当者を２名ずつ、合計４名で討論。 

② グラム染色：（③と合わせて１時間３０分） 

 グラム染色装置（ビオメリュー、関東化学、スギヤマゲン） 

③ 血培陽性時の遺伝子検査：（②と合わせて１時間３０分） 

 Verigene システム 

※承認取得していれば 

 GeneXpert 

 FilmArray 

 

   

 

 



〈シンポジウム〉 

・タイトル：AMR 対策における微生物検査の役割 

・内容 

① AMR アクションプランの概要 

 演者：栁原先生 

 

② 疫学と耐性菌の動向 

 海外情報 

 JANIS 結果 

 

③ 耐性菌検出における全自動同定感受性機器の有用性と限界 

 演者：豊川先生 

 

④ 耐性菌確認試験と今後の展望 

 imCIM 

 遺伝子検査 

 MBT STAR-BL 

 

 

次回：日時：2018 年 4 月 6 日 PM （春季セミナーの前日） 

   場所：奈良 

 

以上 


